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Ⅰ．はじめに 
バスケットボールの醍醐味の１つに、試合での勝利があること

は否定できない。そこで、勝敗を左右する要因究明を、実際の試

合を分析することによって考察することにした。一般的にバスケ

ットボールにおいて重要視される「シュート、リバウンド、ディ

フェンス」と、筆者が経験から学んだ「流れ、攻め方」の5つを
視点として分析を行う。その結果をもとに本報では、小学校・中

学校の課外活動を指導する上で、チームを勝利に導くためにはど

のようなことに留意すべきかを考察することを目的とする。 
Ⅱ．方法 
 ビデオに収められた小学校（13試合）、中学校（11試合）の実
際の試合をシュート回数、リバウンドなど43項目について集計
し、一対の標本による平均の検定（P・t-test）を用いて分析を行
い、シュート、リバウンド、ディフェンス、流れ、攻め方という

視点から考察する。その結果をもとに、課外活動を指導する上で

留意すべき点を明確にする。 
Ⅲ．結果・考察 
 シュートに関しては、小中学校共に「シュート率」において有

意差が認められ、勝敗を左右する要因と言えそうである。リバウ

ンドに関しては「オフェンスリバウンド」の項目において小学校

では有意差が認められたが、中学校では有意差は認められなかっ

た。ディフェンスに関しては、「カット」において小中学校共に

有意差が認められ、勝敗を左右する要因と言えそうである。流れ

に関しては、小中学校共に「プラス要因」に関して有意差が認め

られた。プラス要因を細かく見ると、「シュート成功数」と「カ

ット」に関して有意差が認められ、この２つは試合の流れにプラ

スに働いていると言えそうである。又中学校においてのみ「マイ

ナス要因」に関して有意差が認められた。マイナス要因を細かく

見ると「パスミス」「バイオレーション」「P2 ファール」に関し
て有意差が認められ、中学校においてこの3つは流れに対してマ
イナスに働いていると言えそうである。攻め方に関しては、シュ

ートエリアに着目して分析を行ったところ、小中学校共に有意差

が認められたのは「ゴール下シュート」「ペナントエリアでのシ

ュート」であり、勝敗を左右する要因であると言えそうである。

又、シュート成功時のディフェンスの有無に関して見ると、小学

校では大きな差は見られなかったが、中学校ではディフェンス有

りのときにより大きな差が認められた。 
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Ⅳ．まとめ 
「シュート率」「カット」「ゴール下でのシュート」「ペナント

エリアでのシュート」に関しては，小中学校共に試合を左右する

要因であると考えられ，指導の留意点として挙げられる。又，流

れに関して，「シュート成功数」と「カット」は流れにプラスに

働く要因であると考えられ，試合中留意する必要があるだろう。

今回の研究ではリバウンドの項目に関して，中学校では有意差が

認められなかったが，この結果は先行研究や筆者の予想とも反し

ており今後研究を進めていく必要があると感じる。シュート成功

時のディフェンスの有無に関して，中学校ではディフェンス有の

時により多きな差が見られたことより，小学校に比べディフェン

スがいる状態でのシュート力が重要であると言えそうだ。 
最後に，精神面に関しても言及したい。小学校においては、技

術レベルが未熟であり、ミスなどが多く起こる。それを否定的に

捉えることよりも、良いプレイに目を向け、選手の可能性を伸ば

していけるよう指導するべきだと考える。中学校においては、技

術レベルが小学校よりも高くなり、ミスなどが勝敗を左右すると

考えられる。それを見過ごさずに、同じことが起こらないよう指

導するべきだと考える。特に「パスミス」「バイオレーション」「P2
ファール」に関しては注意が必要である。 
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